
事 項｜ 草地造成時に必要な肥料成分量を牛ふん堆肥で施用すれば化学肥料は不要である

飼料生産費の低減及び堆肥の利用拡大を図るため、草地造成時に化学肥料を用いず必要

ね ら し＼I成分を牛ふん堆肥のみで施用したところ、利用 1年目の牧草収量及び飼料成分に差異がな
いことを明らかにしたので、参考に供する。
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1 草地造成時に必要な肥料成分を化学肥料を使わず牛ふん堆肥のみで施用しでも、化学

肥料施用と同等以上の牧草収量が確保できる。

資材名 （ 牛ふん堆肥 ） （リン酸質資材） （石灰質資材） （基肥（化学肥料） ）

｜ ｜ ｜ヨウリ ンを E ' 

慣行的な ｜ I I I IP 
I 4 t/lOa I + I P205として I+I「

施肥方法 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜矯正量
I I I 20kg/10a I I 

窒素、リ ン酸
＋ ｜ 
カリを各5kg/10a

::~::~ I : ：：：~／1十 向上 ｜ ＋｜向上 ｜＋｜ なし

（注）※：牛ふん堆肥中窒素成分の肥効率を30%として算出する。

2 化学肥料を使わず牛ふん堆肥のみで施用しても、牧草中ミネラル含有率に大きな差は

なく、ミネラルバランスも悪化しない。

3 牛ふん堆肥の施用量が増すことから、利用 1年目最終刈り後の土壌には堆肥成分が蓄

積する。

1 化学肥料費節減につながる。

期1nれる効果12 牛ふん堆肥の利用拡大が図られる。

1 牛ふん堆肥の混和深度は15～20cm程度とする。

利用上の注意事項12利用年の追肥は、県施肥基準に従い化学肥料を施用する。
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対象地域｜県下全域
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【根拠となった主要な試験結果】

牛ふん堆肥のみ

青森農林総研畜試）（平成20年
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青森農林総研畜試）

施肥方法 番草
乾物中含有率（%） K/ (Ca+Mg) 

CP Ca Mg K p (me比）

慣行的な
1番草 8.8 0.22 0. 14 3. 70 0.22 4. 2 

施肥方法
2番草 9. 9 0. 30 0.20 3. 32 0.30 2. 7 

3番草 11. 9 0.29 0.23 3. 38 0.38 2.6 

牛ふん堆施肥
1番草 9. 7 0.21 0. 15 3.80 0.23 4. 3 

方のみ法の 肥 2番草 10. 1 0. 25 0.20 3.46 0. 31 3.0 

3番草 12. 0 0. 27 0.23 3.28 0.42 2.6 

（平成20年牧草の飼料成分表1

青森農林総研畜試）
「

交換性塩基（mg/lOOg乾士） 有効態リン酸
施肥方法 pH 

CaO  MgO  K20 (mg/lOOg乾土）

慣行的な施肥方
6.3 414 64.2 18.0 5.7 

法
牛ふん堆肥のみ

6.5 430 78.4 24.0 9.8 
の施肥方法

（平成20年利用 1年目最終刈り後の土壌の化学性表2

［参考］

1 試験に供試した堆肥の乾物率及び肥料成分

乾物率 ｜ 肥料成分（現物中%）
(%) I N I P205 
30. o I o.65 I o.69 

K20 

1. 06 

試験に供試した資材量

施肥方法
牛ふん堆肥 リン酸質資材十基肥（kg/lOa)

(kg/lOa) N P205 K20 

慣行的な施肥方法 4000 5.0 25.0 5.0 

牛ふん堆肥のみの施肥方法 4000+3000 0.0 20.0 0.0 
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